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１９９９年（平成11年）
平成11年3月から、非接触式の
ICテレホンカードを使って通話す
る新しい公衆電話機がお目見え
した。従来の公衆電話機に比
べ、小型化するとともにICカード
本来のセキュリティーに加えネット
ワークを通じて結ばれるセンター
でカード1枚ごとに情報を管理し
万全のセキュリティーを実現。抜
本的な変造テレホンカード対策
を図った。

特徴
日比野克彦氏によるカラフルな
カラーデザイン（2種類）を採用。
赤外線通信機能（IrDA)を標準
搭載し、携帯情報端末とケーブ
ルレスで通信が可能。ICテレホ
ンカードはカードポケットに2枚ま
で同時に入れることが可能。

２００５年（平成17年）
平成17年4月から、ユニバー
サルデザインを採り入れた新
しいディジタル公衆電話機を
導入した。

特徴
大きく見やすいダイヤルボタン
と文字、凹凸でわかりやすく、
投入しやすいガイド付きコイン
投入口、暗い場所でも見やす
いオレンジバックライトの液晶
ディスプレイ等、だれもが使い
やすいユニバーサルデザイン
となっている。
また、一目で公衆電話とわか
るグリーンのカラーリングを採
用した。

ICカード公衆電話機 新形ディジタル
公衆電話機

２０１６年（平成28年）
平成28年2月から、新形ディジ
タル公衆電話機の筐体を流
用したアナログ公衆電話機を
導入した。

特徴
新形ディジタル公衆電話と同
様の外観を流用し、回線種別
のみアナログを採用。

新形アナログ
公衆電話機

１９９７年 ２０１４年
通話料金の改定

2014年4月から57.5秒につき10円

1997年4月から2014年3月まで
20km以内の通話が42.5秒に
つき10円等

2014年4月から20km以内の通話が
40.5秒につき10円等

２０１９年

2019年10月から56.0秒につき10円

2019年10月から20km以内の通話が
39.5秒につき10円等

２０２４年

2024年1月から全国一律
56.0秒につき10円

１９８２年（昭和57年）
昭和57年12月から“テレホン
カード”を使って通話ができる
新しい公衆電話機がお目見
えした。
テレホンカードを利用すれば、
小銭がなくてもかけられ、長距
離通話の時でも続けて硬貨を
入れなくてもよい、という利点が
ある。
写真は、硬貨と併用である
が、昭和59年にはテレホン
カード専用機も導入された。

特徴
カードを電話機に差し込むと、
カードに記録されている残度
数が電話機前面にディジタル
表示され、通話時間に応じて
減算表示される。
残度数が0になるまで繰り返し
利用できる。硬貨を併用した
時はテレホンカード、10円、100
円の順で収納される。

１９９０年（平成2年）
平成2年3月からISDN回線を
使ったディジタル公衆電話機
がお目見えした。
これまでの公衆電話の機能に
加え、ISDN端末やアナログ端
末（ラップトップ・パソコン、ハン
ディーターミナル等）を、この公
衆電話機に接続し、データ通
信や画像通信等を行うことが
できる。

特徴
通信機能付きパソコンやワー
プロを接続するだけで送受信
が可能。電話機の中央にプラ
グの差し込み口があり、直接
接続し、テレホンカードか硬貨
を入れてからダイヤルする。料
金はこれまでのアナログ公衆
電話と同じ。
この公衆電話は、受話器を上
げずにダイヤルもできる。フリー
ダイヤルやコレクトコール等料
金先方払いならテレホンカード
や硬貨を挿入する必要がな
い。

１９９１年（平成3年）
平成3年10月から、従来のディ
ジタル公衆電話機に新たな機
能を追加し、デザインも一新し
た。

特徴
ディスプレイが大きくなり、ボタン
操作で操作案内を表示する
等、ガイダンス機能が充実。
番号案内（104）を利用中に、
ダイヤルボタン操作により電話
番号をディスプレイに表示し、
リセットボタンにより表示した番
号に自動発信することもでき
る。
カード挿入口は2個設置。受
話音量調節も可能。また、デ
ザインは丸みを持たせ、色はラ
イトグレーを採用した。

１９９６年（平成8年）
平成8年5月から、従来のディ
ジタル公衆電話機に比べ、小
型化するとともに変造テレホン
カード対策としてカードユニット
のハイセキュリティー化を図っ
た。

特徴
大型ディスプレイを装備し、操
作ガイダンスや、通話先電話
番号の他にカード残度数、硬
貨残枚数、通話可能時間（残
り3分を切った場合）、音量レ
ベル等を表示。
操作ボタンを9個から5個へ、
カード挿入口2個から1個へ変
更。ダイヤルボタンを白地に黒
文字とした。

カード式公衆電話機 ディジタル公衆
電話機 新形ディジタル公衆電話機

１９７２年

広域時分制の採用
単位料金の改定 通話料金の改定

１９９４年

同上

１９７６年 １９９３年

加入電話と同額に 1993年10月から1994年3月まで
90秒につき10円

1994年4月から2014年3月まで
60秒につき10円

1993年10月から距離別に3分間につ
き10円から20円に値上げ
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